

























































































　　（1）全国での多人数調査（2009 年実施、20 歳～ 79 歳の男女 803 人が回答）
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も使用者率が高いものの、若年層に向けて微減傾向が認められる。特に 30 代から 20
代にかけての減少幅がやや大きく、20 代の使用者率は 8 割にまで下がる。これに対
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「げたばこ」のみ 併用 「くつばこ」のみ いずれも使わず 
図 3　「げたばこ」と「くつばこ」の専用／併用（全国調査）
　年齢層別に見ると、若年層になるに従い併用者の割合が増加する傾向が認められる。












































　年齢層別に見ると、60・70 代から 40・50 代になると併用者の割合が増加する傾向
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　年齢差が顕著に認められる。従来の「バンド」は、使用者率が高い 60 代・70 代で
も 4 割弱にとどまるが、若年層になるに従い一貫して減少し、20 代・30 代での使用
者率はごくわずかになる。これと逆の傾向を示すのが新しい「ベルト」である。とり
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　年齢層別に見て併用者が比較的多いのは 50 代以上である。図 9 によると、この年
齢層では「バンド」の数値も相対的に高い。特に「バンド」から「ベルト」への急激









































　年齢層別に見ると、併用者が比較的多いのは 40・50 代と 60・70 代であり、ともに
約 1 割いる。ただし、40・50 代は「「ベルト」のみ」が非常に優勢であり、この点は
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　年齢差が顕著に認められる。60 代と 70 代では従来の「チョッキ」と新しい「ベス
ト」の使用者率が拮抗しているが（70 代ではむしろ「チョッキ」が優勢）、若年層に
なるに従い「チョッキ」はほぼ一貫して減少し、逆に「ベスト」が増加する。その結










い可能性が考えられる。これを除けば、どの地域も「ベスト」は 7 ～ 8 割、「チョッキ」
























































　「全体」によると、従来からの「チョッキ」の使用者率は 3 ～ 4 割程度にとどまる





であり 7 割近くが使っているが、40・50 代になると「チョッキ」の使用者率は激減し、
その状況は 20・30 代にも続く。これと逆の傾向を示すのが「ベルト」である。40・
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のケースであるが、使用者率は約 3 割にとどまる。また、「ペンケース」は 2 割程度、






























































測したが、2009 年実施の全国調査から 10 年が経過しようとしていることを考えると、
近い将来同様の調査を繰り返すことで、実際の時間の経過に伴う変化の在り方をとら
えることも可能となる。そうした追跡調査により、言語変化をより確実にとらえるこ
ともまた重要である。
注 1　独立行政法人国立国語研究所研究開発部門言語生活グループの研究プロジェクト「国民の言語
行動・言語意識・言語能力に関する調査研究（日本語の地理的多様性に関する多角的調査研究）」（2006
年度～ 2009 年度前期）の一環として、研究課題「国民の言語使用と言語意識に関する全国調査」に
より実施されたものである。
注 2　2013 年度学内研究助成金（研究課題「岡山市における方言使用・方言意識の現状と動態に関す
る調査研究」）により行なったものである。
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